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学
生
と
住
民
協
働
し

地
域
活
性
化
も

学
生
た
ち
が
コ
ン
ク
リ

ト
舗
装
を
実
体
験
す
る

︵
福
島
県
平
田
村
で

岩
城
一
郎
教
授
提
供
︶

住
民
と
学
生
で
橋
の
欄
干
を
塗
装
す
る

︵
福
島
県
南
会
津
町
で

岩
城
教
授
提
供
︶ 実践的技術者の育成へ

　
８
月
４
日
は﹁
橋
の
日
﹂語
呂
合
わ
せ
か
ら
生
ま
れ
た
記
念
日
だ
が


私
た
ち
の
暮
ら
し
に
密
着
し

豊
か
な
経
済
社
会
を
支
え
る
身
近
な
橋
梁

の
大
切
さ
を
再
認
識
す
る
良
い
機
会
で
も
あ
る

橋
梁
に
限
ら
ず
イ
ン
フ

ラ
の
多
く
が

経
年
に
よ
る
老
朽
化
が
懸
念
さ
れ
て
い
る

﹁
橋
の
歯
磨

き
﹂と
名
付
け
て
身
近
な
橋
梁
の
簡
易
な
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
に
取
り
組
ん
で

い
る
日
本
大
学
工
学
部
の
岩
城
一
郎
教
授
に
イ
ン
タ
ビ


し
た
ほ
か


橋
梁
関
連
団
体
の
主
要
事
業
や

全
国
各
地
で
展
開
さ
れ
て
い
る
国
土
交

通
省
発
注
の
橋
梁
工
事
現
場
を
紹
介
す
る


Interview

　（いわき・いちろう）年東北大学大学院工学研究科土木工学専攻修士課程修了、首都高
速道路公団（現首都高速道路会社）入り。年東北大学助手、年同助教授、年日本大学
工学部助教授、年同准教授を経て、年から現職。日本大学工学部工学研究所長兼ロハス工
学センター長。東京都出身、歳。

「橋の歯磨き」で劣化を抑制

福島県平田村での官学産民協働のみちづくり（岩城教授提供）

　


以
前
か
ら
﹁
橋
の
歯
磨
き
﹂
に
取
り
組

ま
れ
て
い
ま
す

ど
う
い

た
狙
い
か
ら
で
す

か


　
﹁
国
内
に
は
橋
を
は
じ
め
と
す
る
多
く
の
イ

ン
フ
ラ
が
経
年
と
と
も
に
劣
化
し

い
ず
れ
は

使
用
で
き
な
く
な
る
も
の
も
あ
り
ま
す

予
防

的
に
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
を
適
切
に
実
施
す
る
こ
と

で

長
期
間
の
使
用
が
可
能
と
な
り
ま
す

こ

れ
を
人
間
の
身
体
に
例
え
る
と

病
気
や
ケ
ガ

の
原
因
と
程
度
を
診
察
し

外
科
手
術
を
含
む

治
療
に
よ

て

寿
命
が
伸
び
る
よ
う
な
も
の

で
す

と
こ
ろ
が

こ
う
し
た
医
療
行
為
に
は

高
度
な
知
識
や
技
量
が
伴
い

高
額
な
費
用
が

か
か
り
ま
す

そ
れ
以
前
に
ド
ク
タ

の
養
成

も
必
要
で
す

日
ご
ろ
か
ら
病
気
予
防
に
つ
な

が
る
ケ
ア
を
し
て
い
れ
ば

医
療
機
関
に
か
か

る
こ
と
も
な
く

高
額
な
費
用
も
伴
わ
ず

長

期
間
使
用
で
き
ま
す

そ
こ
で

日
ご
ろ
の
ケ

ア
の
代
表
事
例
と
も
い
え
る
﹃
歯
磨
き
﹄
に
ヒ

ン
ト
を
得
て
﹃
橋
の
歯
磨
き
﹄と
名
付
け
て


生
活
に
身
近
な
橋
梁
の
簡
易
な
メ
ン
テ
ナ
ン
ス

に
取
り
組
ん
で
い
ま
す

歯
磨
き
は
医
療
行
為

で
は
な
く
自
分
自
身
で
で
き
ま
す

継
続
的
に

行
え
ば
虫
歯
に
な
り
に
く
く

歯
科
医
に
か
か

る
頻
度
も
減
り
ま
す
﹂

　
﹁
そ
も
そ
も
コ
ン
ク
リ

ト
構
造
物
は
中
性

化

塩
害

凍
害

ア
ル
カ
リ
シ
リ
カ
反
応


化
学
的
侵
食

さ
ら
に
は
疲
労
な
ど
の
要
因
に

よ

て
劣
化
が
進
み
ま
す

実
は
こ
れ
ら
の
劣

化
は
水
の
作
用
と
密
接
に
関
わ

て
い
ま
す


例
え
ば
橋
の
上
に
水
が
た
ま
る
と
そ
れ
が
内
部

に
浸
透
し

さ
ま
ざ
ま
な
劣
化
を
引
き
起
こ
し

ま
す

こ
の
影
響
を
軽
減
す
る
た
め
に
は

路

面
に
土
砂
が
堆
積
し
た
り

側
溝
や
集
水
・
排

水
升
に
枯
れ
葉
や
ご
み

土
な
ど
が
詰
ま

た

り
す
る
と
排
水
し
に
く
く
な
る
の
で

水
を
逃

が
す
こ
と
が
大
事
だ
と
考
え
て
い
ま
す

そ
こ

で

住
民
や
学
生

地
元
企
業
や
役
所
の
職
員

な
ど
が

日
ご
ろ
か
ら
清
掃
を
行
い
こ
う
し
た

土
砂
を
除
去
す
る
と

橋
の
長
持
ち
に
つ
な
が

り
ま
す

歯
磨
き
は
歯
垢
を
除
去
す
る
行
為
で

あ
り

虫
歯
予
防
の
効
果
が
あ
り
ま
す

橋
梁

上
に
た
ま

た
土
砂
を
取
り
除
く
の
と
同
じ
だ

と
い
え
る
で
し

う

路
面
の
掃
除
だ
け
で
は

あ
り
ま
せ
ん

欄
干
や
ガ

ド
レ

ル
・
防
護

柵
も
劣
化
を
防
ぐ
た
め
に

市
販
の
水
性
ペ
ン

キ
に
よ
る
簡
易
的
な
塗
装
を
行
う
こ
と
も
効
果

的
で
す
﹂

　


地
域
に
溶
け
込
ん
だ
取
り
組
み
の
効
果

は


　
﹁
地
域
の
生
活
道
路
は

住
民
が
日
々
暮
ら

す
上
で
必
要
な
イ
ン
フ
ラ
で
す

橋
梁
だ
け
で

な
く

生
活
道
路
の
維
持
・
点
検
を
住
民
自
ら

行

て
い
る
地
域
も
あ
り
ま
す

研
究
室
で
の

活
動
の
一
環
と
し
て

福
島
県
平
田
村
の
方
々

と
共
に

生
活
道
路
の
整
備
に
取
り
組
ん
で
い

ま
す

﹃
橋
の
歯
磨
き
﹄
だ
け
で
な
く

砂
利

道
を
コ
ン
ク
リ

ト
舗
装
に
打
ち
換
え
る
こ
と

も
あ
り
ま
す

も
と
も
と
農
村
社
会
で
は

行

政
に
建
設
資
材
と
し
て
生
コ
ン
ク
リ

ト
を
提

供
し
て
も
ら
い
住
民
が
労
働
力
を
提
供
し
道

路
整
備
を
行
う
事
業
が
進
め
ら
れ
て
い
ま
す


﹃
道
普
請
﹄
と
い
う
も
の
で

自
分
た
ち
の
生

活
基
盤
は
自
ら
整
備
し
て
い
ま
し
た

そ
の
機

会
に
合
わ
せ

学
生
も
住
民
に
交
じ

て
参
加

さ
せ
る
こ
と
で

研
究
室
内
に
閉
じ
こ
も

て

い
て
は
得
ら
れ
な
い
体
験
が
で
き
ま
す

実
践

的
な
技
術
者
を
育
成
し
よ
う
と
い
う
学
科
の
教

育
方
針
に
も
合
致
し
て
い
る
と
思
い
ま
す

補

助
金
を
待

て
い
て
も
な
か
な
か
実
現
し
な
い

道
路
整
備
を
住
民
や
学
生
が
行
う
わ
け
で
す
か

ら

多
く
の
関
係
者
に
メ
リ

ト
の
あ
る
取
り

組
み
と
い
え
ま
す

平
田
村
は
過
疎
化
・
高
齢

化
の
進
む
地
域
で
あ
り

住
民
か
ら
は
学
生
ら

若
者
と
一
緒
の
活
動
が
喜
ば
れ
て
い
ま
す
﹂

　


橋
梁
を
含
め
た
イ
ン
フ
ラ
ス
ト

ク
は

膨
大
で
す


　
﹁
イ
ン
フ
ラ
は
私
た
ち
の
暮
ら
し
を
便
利
に

し

円
滑
な
社
会
・
経
済
活
動
に
貢
献
し
て
い

ま
す

使
え
る
の
が
当
た
り
前
に
な
る
ほ
ど


点
検
や
修
繕
な
ど
で
一
時
的
に
で
も
使
え
な
く

な
る
と

相
当
の
不
便
を
感
じ
ま
す

﹃
橋
の

歯
磨
き
﹄
を
含
め

住
民
自
ら
が
維
持
・
点
検

し
て
い
る
と

日
常
使
用
す
る
道
路
な
ど
イ
ン

フ
ラ
に
関
心
を
持
つ
よ
う
に
な
り

状
態
や
健

全
具
合
を
知
る
こ
と
が
で
き
ま
す

さ
ら
に
は

愛
着
を
持
つ
よ
う
に
も
な
り
ま
す

劣
化
が
進

み
損
傷
が
激
し
く
な
る
な
ど

い
ず
れ
は
使
用

で
き
な
く
な
る
も
の
も
あ
り
ま
す
が

突
然


使
用
中
止
を
知
ら
さ
れ
る
よ
り
は

心
の
準
備

も
で
き
る
も
の
と
思
い
ま
す

日
常
生
活
に
使

用
し
て
い
る
施
設
が
突
然

廃
止
方
針
を
打
ち

出
さ
れ
た
ら
反
対
す
る
の
は
当
た
り
前
で
す


﹃
橋
の
歯
磨
き
﹄
に
は
施
設
の
使
用
期
間
を
延

ば
す
と
い
う
効
用
だ
け
で
な
く

イ
ン
フ
ラ
に

対
す
る
当
事
者
意
識
を
持

て
も
ら
う
と
と
も

に

将
来
的
な
使
用
中
止
の
時
の
合
意
形
成
の

下
地
に
な
る
と
期
待
し
て
い
ま
す

場
当
た
り

的
な
説
明
で
は
住
民
に
納
得
さ
れ
に
く
い
で
す

が

住
民
が
橋
の
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
に
関
わ
り


そ
の
状
況
を
把
握
で
き
て
い
れ
ば

橋
の
存
続

や
廃
止
に
対
す
る
合
意
形
成
も
得
や
す
い
と
思

い
ま
す
﹂

　
﹁
橋
梁
す
べ
て
で
﹃
橋
の
歯
磨
き
﹄
を
行
う

の
は
現
実
的
で
な
く

小
規
模
な
町
村
レ
ベ
ル

の
自
治
体
が
管
理
す
る
施
設
を
対
象
と
し
て
い

ま
す

費
用
が
比
較
的
潤
沢
に
あ
り

大
規
模

な
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
を
行
う
技
術
力
を
保
持
し
て

い
る
国
や
高
速
道
路
会
社

都
道
府
県
レ
ベ
ル

な
ど
で
あ
れ
ば

地
域
住
民
の
力
に
頼
る
必
要

は
あ
り
ま
せ
ん

小
規
模
な
町
村
レ
ベ
ル
の
自

治
体
で
は
技
術
系
職
員
が
少
な
い
上

財
政
規

模
も
小
さ
い
の
で

管
理
す
る
橋
梁
や
生
活
道

路
に
当
て
ら
れ
る
予
算
は
よ
り
限
定
さ
れ
て
い

る
か
ら
で
す

一
律
に
考
え
る
の
で
な
く

施

設
管
理
者
の
規
模
に
応
じ
て
取
り
組
み
内
容
を

変
え
る
べ
き
で
す
﹂




　橋の日
一般社団法人プレストレスト・コンクリート建設業協会 一般社団法人日本橋梁建設協会

高
塗
着
ス
プ
レ

塗
装
工
法
の
さ
ら
な
る
普
及
へ

一般社団法人日本橋梁・鋼構造物塗装技術協会

今
年
５
月
　

新
た
な
活
動
方
針﹁
ビ
ジ

ン

﹂を
公
表

橋
梁
技
術
の
デ

タ
連
携
実
装
に
向
け
た
共
同
宣
言

（７） （第３種郵便物認可）２０２３年　（令和５年）　８月４日　（金曜日）

　プレストレスト・コンクリート建設業協会は令和５年（
年）５月日の定時総会後の記者発表において新ビジョンを発
表致しました。タイトルは＂Vision　進化する技術と社会
への貢献－ＰＣ建協の未来地図－＂です。前回のビジョンより
６年の歳月を経ての発刊となりましたが、この間新型コロナウ
イルスによって働き方そのものが大きく変質し、また気候変動
による災害の激甚化が顕著となるなか、サステナブルな社会へ
の転換が社会全体の課題となっています。
　翻って建設業界およびプレストレストコンクリート（ＰＣ）業
界を見渡せば、高度経済成長期に蓄積された膨大なコンクリー
トインフラストックの老朽化が急激に進展し、高速道路を中心
に大規模更新や修繕事業が旺盛に発注され、ＰＣ工事全体の約
半分を占める状況になっています。
　また、少子高齢化の進展により建設業従事者の高齢化が進む
中で、担い手確保は最重要課題のひとつであり、建設業従事者
の処遇改善や働き方改革が積極的に進められている状況となっ
ています。
　わが国初のＰＣ橋が建設されてから年が過ぎ、ＰＣ橋を中
心にさまざまな技術開発が展開され、社会のニーズに応えるべ
くＰＣ技術を進化させてきました。いま、求められるニーズが
変わっていく中で、ＩＣＴの活用によるＤＸへの取り組みを進
め、生産性を向上させる事はもちろん、ＰＣ技術自体も一層の
高みに昇華させていかなければなりません。そしてそれは同時
に、ＰＣに携わる技術者を刺激し、ＰＣ技術そのものをより魅力
あるものにしていくことにつながるのではないかと思います。
　今回このような視点を踏まえ作成した本ビジョンを通して、
多くの人にＰＣ技術への理解を深めてもらうとともにＰＣ建協
の活動を知ってもらうこと、さらにＰＣ事業に従事する人にと
って＂目指すべき方向を示す羅針盤＂になることを期待してい
ます。

　当協会は主に、品質保証、調査・研究、高塗着スプレー塗装、
技術発表大会、２級土木（鋼構造物塗装）受験準備講習会、技
術者認定制度などの事業を展開している。本年度は重点事項に
次の３点を事業計画に盛り込んだ。
　一点目は、一定規模以上の橋梁・鋼構造物塗装工事には計画
・設計・施工の各段階で、高度で特殊な技術を要するため、元
請負受注体制の維持を図るとともに、受注者側の立場で発注者
に対する陳情・要請を行い、会員要望の諸問題の解決に当たる。
　二点目は、橋梁・鋼構造物塗装工事施工の合理化、コスト縮
減などが図れる「高塗着スプレー塗装工法」の一層の普及を進
め、技術発表会、技術講習会等の開催を通じて会員企業の技術
力の向上を図る。
　三点目は、新規加入会員の増加を図るとともに、合理的・効
率的な協会運営と相まって、当技術協会の活動基盤の強化を図
り、各地区との十分な意思疎通を計りながら地区の事情に応じ
た事業活動を推進する。
　総務、技術、安全、技術者認定、地区という５委員会の活動
も積極的に展開する。特に、技術員会は官公庁や地区委員会、
会員などの依頼調査・相談に対応するほか、塗装工事に関する
先端情報の収集および活用に努める。「高塗着スプレー施工技
術」の市場展開や、素地調整に関する研究、火災事故再発防止
教育講習会の開催（回程度）、会員企業の品質認証システム
取得支援などにも取り組む。全国７地区でモデル施工現場を選
定して安全パトロールや安全講習会などを開き、安全パトロー
ル実施チェックシートの作成、改良の実施などを発注者・行政
機関の協力の下で行い、会員の安全意識向上と労働災害事故防
止奨励を図る。
　高塗着スプレー塗装工法は国土交通省のＮＥＴＩＳ（新技術
情報提供システム）に登録されている。塗着効率が高く、塗料
の飛散が極めて少ないのがメリット。現場塗装で一般的だった
はけ塗装は、塗料の飛散が少なく周辺環境や現場への影響が小
さかったが、人力に頼るため施工能率が悪く、品質も安定して
いなかった。施工能率の高いエアレススプレー塗装は噴霧され
た塗料が周辺に飛散しやすく、現場塗装には不向きだった。既
存工法のデメリットを克服する高塗着スプレー塗装工法は、国
交省や名古屋高速道路公社などの鋼橋の塗替え塗装で既に採用
され、高い評価を得ている。

共同宣言写真

データ連携概念図

　日本橋梁建設協会（橋建協）は、令和５年（）度の重点
活動テーマとして「現場安全対策の取り組み」、「鋼橋事業の
進化と継承」、「鋼橋ＤＸの推進」、「鋼橋メンテナンス事業
の推進」、「更なる海外展開の推進」を掲げて事業を推進して
います。これら５テーマの中から、ここでは「鋼橋ＤＸの推進」
について報告させていただきます。
　年度からの国土交通省直轄工事でのＢＩＭ／ＣＩＭ原則適
用により、「３次元モデルの活用」・「ＤＳ（Data-Sharing）
の実施」が施行されることになりました。ここで示された原則
適用は、ＢＩＭ／ＣＩＭの裾野を拡大することに主眼を置いた
ものであり、今後は、より高度なデータ活用に向けた検討を実
施する予定となっています。
　鋼橋工事においては、設計段階と施工段階のデータ連携をよ
り一層推進するために、国土交通省が立会のもと、建設コンサ
ルタンツ協会（建コン協）と橋建協との間で、「橋梁技術のデー
タ連携実装に向けた共同宣言」の署名式を年４月日に行い
ました。
　鋼橋のデータ連携は、自動設計システムのデータベースから
設計数値データを「設計情報属性ファイル」という共通フォー
マットに書き込み、次工程にデータを連携することを進めてい
ます。データ連携は、工場製作における自動原寸システムに取
り込むことで手入力部分を大幅に削減できること、数値データ
を活用して３次元モデルを自動生成するなどの設計支援ソフト
開発に展開されること、が期待できます。また、数量について
も、紙ベースのＰＤＦファイルでのやり取りではなく、「設計
情報属性ファイル（数量編）」を定義して、データでの連携を
計画しています。これらのデータ連携プロジェクトは、本年度
から、国土交通省技術調査課、建コン協、橋建協および工事事
務所で進めることとなっています。
　現状の開発スケジュールでは、年度末には鈑桁、年度末
には箱桁の試行を実施する予定です。このデータ連携で、まず
は第一歩を踏み出して、更にＤＸを推進したいと考えています。

高塗着スプレー塗装工法のシステム概念図

ビジョン表紙



日高自動車道新冠町大節婦川橋上部西工事
発注：北海道開発局室蘭開発建設部　施工：大成建設

紫竹山道路栗ノ木高架橋下部（上下・Ｐ２－３）工事
発注：北陸地方整備局新潟国道事務所　施工：加賀田組

国道７号中谷地地区橋梁上部工工事
発注：東北地方整備局酒田河川国道事務所　施工：高田機工

８月４日
橋 の 日

（８）（第３種郵便物認可） ２０２３年　（令和５年）　８月４日　（金曜日）

国土交通省発注の現場から
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左から、作業所長・奥村敏弘氏、監理技術者・
青山直樹氏、現場代理人・倉科孝氏
　大節婦川橋は苫小牧市から浦河町を結ぶ延長
㎞の日高自動車道のうち、日高厚賀ＩＣ～新冠ＩＣ
（仮称）間に位置する橋長ｍの７径間連続ＰＣ
箱桁橋です。このうち、本工事では西側（起点側）
．径間．ｍを施工しています。本橋の施工は移
動作業車を用いた張出架設で、張出ブロック数は片
側あたり、Ｐ１張出でＢＬ、Ｐ２張出でＢＬ
（各ＢＬあたり．ｍ～．ｍ）になります。
　年４月から施工を開始し、現在はＰ２張出架
設の施工を行っています。Ｐ１張出施工では冬季を
またぐ施工となり、工事場所は冬季に風が強く、最
低気温－℃近くになる厳しい環境であるため、コ
ンクリートの初期養生と工程順守の施工サイクルで
工事を進めることが課題でした。そのため移動作業
車を全天候型防寒養生設備として雨風を防ぎ、作業
エリア内の採光性を確保できる採光パネルで移動作
業車全体を覆い通年施工を行いました。
　コンクリート打設の前後は自動調整できるジェッ
トヒーターで給熱養生を行い、移動作業車内温度を
５℃以上かつ最適温度で管理しました。温度管理は
モバイル端末で遠隔監視・温度調整し、現場に行く
ことなく、すべての職員がリアルタイムで管理する
など、ＩＣＴ技術を効果的に活用して施工しました。
　高品質の橋梁を無事故で工事を完成できるよう
に、最後まで努めていきます。
■工事場所：北海道新冠町
■橋梁諸元：７径間連続ＰＣ箱桁橋、橋長ｍ、

支間長ｍ＋２＠ｍ＋３＠ｍ＋
ｍ、張出架設工法

■工　　期：年２月日～年２月日

冬期施工状況

現場写真（年６月末）

左から、監理技術者・杉田保信氏、担当技術者・
加藤瑛史氏、同・渡辺紗綾氏、同・杉澤隼人氏、
現場代理人・源川学氏
　新潟市中央区で渋滞緩和や事故削減等を目的に、
都市計画道路万代島ルート線の一部となる「栗ノ木
道路（延長．㎞）」と「紫竹山道路（延長．㎞）」
の整備が進められています。
　本工事は、両道路整備のうち連続高架橋の橋梁下
部工４基を施工するものです。施工は新潟市中心部
を南北に縦貫する国道７号の上下線を片側３車線に
分離し、その中央部で連続高架橋を建設します。こ
のため、慢性的な交通渋滞や近接する住宅・店舗、
狭隘な施工ヤード等に十分な配慮が求められていま
す。
　厳しい条件の中で、昨年月に施工を開始。下部
工４基の場所打ち杭が完了し、現在は躯体工事を進
めています。
　橋脚躯体工の品質や生産性の向上を目指して、Ｍ
Ｒ技術を応用した配筋作業の効率化とＡＩ配筋検査
システムによる配筋確認時間の短縮に取り組んでい
ます。出来形管理にレーザースキャナーを使用した
ＩＣＴ構造物工の試行にも取り組んでいます。
　元請職員５人のうち女性を含む４人が歳代の若
い技術者です。従来の施工技術を踏まえつつ、積極
的に３次元モデル等のＩＣＴ技術を活用するなど、
品質向上と若手技術者の育成を両輪とし関係者一丸
となり無事故での工事完成を目指しています。
　当工事が未来への架け橋になることを期待し、安
全で高品質な工事完成を関係者一同で取り組んでい
きます。
■工事場所：新潟市中央区紫竹山地先
■橋梁諸元：下部工張出式橋脚４基
■工　　期：年４月１日～年月日

現場全景（紫竹山ＩＣ側）

現場全景（万国橋側）
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　本工事は、一般国道７号「遊佐象潟道路」（日本海沿岸東
北自動車道）事業のうち、遊佐鳥海ＩＣ～吹浦ＩＣ（仮称）
間に架かる吹浦高架橋（仮称）（橋長，ｍ、鋼経間連
続箱桁橋）の一部となります。施工範囲はＰ～Ａ２間（橋
長ｍ、５経間、鋼重約，ｔ）です。この事業が完成す
ると、災害時の緊急輸送と速達性の確保、観光振興の支援、
重要港湾酒田港へのアクセス強化、および第三次救急医療施
設への搬送時間短縮等の効果が期待されます。
　本工事ではベント併用トラッククレーン工法および送出し
工法を採用しています。Ｐ～Ａ２間からなる５径間のうち、
まずＰ～Ｐ間の２径間をクローラークレーンで架設し、
残りのＰ～Ａ２間の３径間は送出し工法により架設しま
す。数カ月に渡る架設工程になるため、その間の安全対策や
近隣住民への配慮等を重視し、確実に施工していきたいと考
えています。
　これから和歌山県海南市の和歌山工場で鋼桁の製作を開始
します。工場製作は溶接品質の確保が重要であり、特に狭隘と
なる支点部の溶接作業は十分な事前検討が必要となります。
今回この検討にＶＲ（仮想現実）技術を取り入れ、溶接施工
の可否および溶接施工順序を検証します。実施工に近いＶＲ
空間内での検討により、溶接品質の更なる向上が可能になる
と考えています。
　工場製作完了後は橋梁架設現場まで製品輸送を行い、現場
の架設技術者に引継ぎとなります。
　安全作業を第一に心掛け、無事故での工場製作を完了し部
材を現場まで無事に届けること、併せて高品質・高精度の出
来高部材を製作するよう工夫しながら工場製作を行うように
日々努めています。
■工事場所：山形県遊佐町直世水田～遊佐町吹浦物見峠地内
■橋梁諸元：鋼５径間連続箱桁、橋長ｍ、最大支間長

ｍ、鋼重約，ｔ
■工　　期：年３月２日～年３月日

吹浦高架橋全景完成イメージ（提供国土交通省
東北地方整備局酒田河川国道事務所）

遊佐象潟道路ルート図（国土交通省東北地方整備局
酒田河川国道事務所の資料を基に作成）

（記事関連写真・図版は各社提供）



大和御所道路橿原高田ＩＣＣランプ橋上部工事
発注：近畿地方整備局奈良国道事務所　施工：日本ファブテック

令和３年度東海環状北勢第一高架橋２鋼上部工事
発注：中部地方整備局北勢国道事務所　施工：瀧上工業

令和３年度北条ＪＣＴランプ橋第１鋼上部工事
発注：中国地方整備局倉吉河川事務所　施工：ＪＦＥエンジニアリング

令和４―５年度南国安芸道路赤野高架橋上部Ａ１―Ｐ５工事
発注：四国地方整備局土佐国道事務所　施工：ＩＨＩインフラ建設

宮崎号太郎坊地区橋（上下線）上部工工事
発注：九州地方整備局宮崎河川国道事務所　施工：三井住友建設鉄構エンジニアリング

（９） （第３種郵便物認可）２０２３年　（令和５年）　８月４日　（金曜日）
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左から監理技術者・中川正博氏、現場代理人・
永禮万裕氏、担当技術者・川上貴大氏

　本工事は宮崎県都城市から鹿児島県志布志市まで
を結ぶ地域高規格道路である都城志布志道路の一部
を構成し、国道号の混雑緩和や沿道環境の改善、
災害時の代替道路などの効果が期待されています。
　上下線の２橋のうち、交差条件の制約により先行
する下り線の２主桁について１夜間での多軸台車に
よる送り出し架設を採用することで夜間通行止めの
日数を減らし、社会的影響を少なくできました。先
行架設した桁上に軌条設備を設置し、下り線の残り
１主桁を縦取り、横取り架設し、桁降下を行い、横
桁・中床版を架設して下り線を完成しました。
　上り線は当初１主桁ずつ縦取り、横取り架設と桁
降下を行う計画でしたが、２主桁を完成形のまま一
連の施工を行うよう計画を変更しました。これによ
り、通行止め日数を短縮し、出来形、工程、安全面
でも大きく改善を図ることができました。
　夜間通行止めの解除の条件として、桁を安定した
状態で作業を終える必要があるため、無理のない作
業量、タイムスケジュールを決定し、夜間作業に向
けた準備に注力しました。縦取り、横取り架設と桁
降下の一連の複雑な作業を計３回に渡り安全に行う
には、その都度仮設備の組み替えが必要でした。降
下量が５ｍ程度と高かったものの、安全設備を強化
して慎重に作業を進め、関係者一丸となって安全に
留意しながら無事故・無災害で完工できました。
■工事場所：宮崎県都城市太郎坊町地内
■橋梁諸元：（下り線）鋼単純鋼床版箱桁橋、橋長

．ｍ、幅員．～．ｍ、（上
り線）鋼単純合成箱桁橋、橋長．ｍ、
幅員．ｍ

■工　　期：年２月２日～年７月日

　北条ジャンクションは、山陰道と北条湯原道路の自動車専
用道路を完全立体方式で接続する事業で、事業完了後は完全
立体型のジャンクションとなるため停止の必要が無くなり交
通事故減少の効果があり、さらには、企業誘致や観光などの
効果が高まり、雇用の拡大、産業や観光などの地域振興が期
待されます。
　当工事では、北条ジャンクションの内、山陰道から北条湯
原道路へ向かうランプ橋を架設します。架設工法はトラック
クレーンベント工法を採用していますが、本橋は国道９号線、
北条川放水路を跨いでいるため、河川区域内や現道に接近し
た位置にベント設備を設置しました。北条川放水路の渇水期
施工による制限がありましたが、河川内の杭基礎ベントの施
工では組立から解体までの作業リスクを事前に洗い出し、タ
ブレット端末を利用することで問題点をビジュアル化した打
ち合わせにより作業ミスの低減を図り、現道に近接するベン
ト設備については、転倒防止のフェールセーフとして控え索
の安全対策を講じました。また、国道９号線の架設では、大
型クレーンを用いた落とし込みによる大ブロック一括架設を
実施しました。架設時は国道９号線の通行止・う回路規制を
敷いたので、時間内で確実に架設完了するために、試験つりの
実施とその際の架設桁の調整・形状確認とセッティングビー
ム、引き込み装置の事前準備をすることで予定通り架設を完
了しました。
　８月初旬から床版工の施工に入りますが、国道近接作業が
続きますので第三者災害や熱中症などの対策を充実させ、品
質・生産性向上技術を活用しながら施工に努めてまいります。
■工事場所：鳥取県北栄町田井～弓原地内
■橋梁諸元：鋼４径間連続合成箱桁橋（橋長．ｍ、支

間長．ｍ＋．ｍ＋．ｍ＋．ｍ、鋼重
ｔ）

■工　　期：年月２日～年月日
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　本工事は高知東部自動車道南国安芸道路（総延長
．㎞）のうち、芸西東ＩＣ（仮称）から安芸西Ｉ
Ｃ（仮称）の．㎞区間内の高知県安芸市赤野地区
で施工する橋梁上部工事です。高知県東部地域と高
知市を結ぶ高速道路ネットワークを形成し、広域的
交通の高速性・安全性を確保するとともに、現国道
沿線地域の生活環境の改善、地域活動の活性化など
の向上を図ります。
　工事内容は５径間連続ラーメンＰＣ中空床版橋
（橋長．ｍ）で、３区間に分割してコンクリー
ト打設、ＰＣ緊張を行い一体となる橋梁で、排水装
置などの橋梁付属物工も施工します。今年１月から
本作業を開始し、架設支保工組み立てと支承工が完
了、現在ＰＣホロースラブ橋の第３施工区を施工中
です。
　コンクリート打設時の工夫としてコンクリート打
設管理システム「コンクリートナビ」による床版コ
ンクリート仕上がり高さおよび床版コンクリート上
面かぶり厚計測管理を実施しています。また、コン
クリート施工管理システム「eagle plus」によるコ
ンクリート時間管理を使用し生産性向上を図ってい
ます。資機材の搬入、搬出について隣接工区と調整
を図り施工を行っています。
　「見逃すな　職場に潜む危険源、取り組もう　全
員参加で健康文化」をスローガンに高品質の橋梁製
作、無事故・無災害で施工に取り組んでいきます。
■工事場所：高知県安芸市赤野
■橋梁諸元：５径間連続ラーメンＰＣ中空床版橋、

橋長ｍ
■工　　期：年月日～年月日

側面全景

第１施工コンクリート打設状況
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　国道号大和御所道路は、京都と和歌山を結ぶ京奈和自動
車道のうち、大和区間と御所区間で構成される延長．㎞の
高規格幹線道路です。本工事はその中間に位置し、京奈和道
と大和高田バイパス（ＢＰ）を接続する（仮称）橿原ＪＣＴ
の一部新橋工事で、年春の開通後は混雑解消による利便
性向上が期待されます。
　ＢＰ上の大ブロック橋桁架設には、ブーム長ｍで、パレ
ット仕様のｔつりクローラークレーンを採用しました。桁
の組立ヤードがＢＰの擁壁と民間倉庫に挟まれ、狭小スペー
スでのつり上げ作業のため、つり荷桁の重心位置や玉掛け用
具の調整、地切り時の逸走防止など、荷揚げ精度と荷ブレに
ついて念入りに確認しました。
　本架設では、つり上げ位置から架設位置時まで、ｍほど
クレーン本体側につり荷を引き込む手順のため、ブームの起
伏に対して背面のデリック半径を変化させ、前後のバランス
調整を行う架設計画とした。クレーンの可変動作には、付属
物や足場材を含めた正確なつり荷質量を把握しなければ、施
工手順が定まらないため、試験つりで荷重確認を行い、最終
的な施工計画を立案しました。
　施工区間の半分以上が交通量の多い供用道路直上での作業
となるため、それぞれの場所に適した道路規制計画、保安設
備の配置、交通案内が必要となります。本工事では、約の
規制パターンを設定し、道路影響を及ぼす施工は夜間通行止
め作業としました。一般通行車に対しても、う回路誘導や通
行案内などで交通障害を生じさせないよう、配慮しながら取
り組んでいます。
■工事場所：奈良県橿原市東坊城町～新堂町
■橋梁諸元：鋼８径間連続非合成箱桁橋（橋長．ｍ、支

間長．ｍ＋．ｍ＋．ｍ＋．ｍ＋．
ｍ＋．ｍ＋．ｍ＋．ｍ）、鋼重ｔ

■工　　期：年２月日～年月日

大ブロック桁架設前空撮

大ブロック桁架設状況
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現場全景

桁架設状況

　本工事は、高規格道路ネットワークを形成する国
道号東海環状自動車道のうち、三重県の大安Ｉ
Ｃ～北勢ＩＣ間をつなぐ一部の工事です。
　現在では、鋼橋架設工８径間の架設は完了してお
り床版のコンクリート打設に向けて型枠・鉄筋の組
み立てを進めています。
　現地では、国道号と田畑に囲まれた狭隘なヤー
ドとなっており、田畑への影響および隣接している
農道を常時通行止めすることができないことが条件
となっています。こうした条件の中で、農道の確保
と狭隘なヤードでの耕作者へ安全対策が現場の課題
でした。
　通常のベント設備では農道を塞いでしまうため、
ベント設備を門型構造に変更し、農道の確保を行い、
現場に隣接する農道と田畑の地盤から安全区画度
のつり足場範囲を板張り防護工とし、農道や田畑を
安全に作業、走行できるように施工しています。隣
接する国道号は交通量も多いため、交通誘導員
を適切に配置するなど、交通災害の防止にも万全を
期して取り組んでいます。
　本工事では第三者災害を特に意識して無事故無災
害で現場が竣工できるように進めていきます。
■工事場所：三重県いなべ市北勢町治田外面
■橋梁諸元：鋼８径間連続合成床版少数鈑桁橋（橋

長ｍ支間長．ｍ＋６＠．ｍ＋
．ｍ）鋼重．ｔ

■工　　期：年１月日～年２月日


